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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 心臓の人工ペースメーカが，1960年代より臨床使用さ

れ，その不整脈治療に対する有効性が高く評価されてき

た．ペースメーカ治療本来の目的は，ペースメーカ植込

み手術を受けた患者ができる限り完全な社会復帰をでき

るようにすることである。しかし，ペースメーカが器械

であるため，患老管理には特別な配慮が必要であり，患

者と病院との接触が密接に且つ容易にできることが要求

され，そのためのテクノロジーが必要とされてきた．

 そこで，一般電話回線を利用して，ペースメーカ患者

の管理を行なうシステムが考えられてきた．本研究はこ

のシステム実用化のための基礎的研究と実用に十分供し

得る装置の開発を行なうことにある．

 基礎的研究

 方法

 開発装置に必要な基礎的検討として，現在使用されて

いるペースメーカの電気的特性および電話回線の特性を

調べ，伝送に必要な情報を得ると同時に，ペースメーカ

植込み古老にアンケートを実施し，電話伝送の必要性を

調査した．

 結 果

 伝送情報としてペースメーカパルス発振周期と心電図

が選定された．生体より検出された情報は，フィルター

によってペースメーカパルスと心電図に分離され，ペー

スメーカパルスはさらに100Hz以上の成分をもつ減衰

振動パルスに変換された後，同一の搬送波でFM変調

後伝送される．電話回線の特性より搬送波の周波数は，

17GOHzとし周波数偏移士300Hzとした．回線使用は

1チャンネルで，同時に2情報を送る方法を採用した．

 アンケート結果より，ペースメーカの検査のための通

院に要する患者の経済的，精神的負担が大きく，電話伝

送を希望していることが判った．

 装置の開発

 送信装置は，日常の電話器でも使用できる音響結合方

式で，携帯できることを考慮して開発した．開発装置は，

重量9009，外形寸法幅10cm，長さ26cm，厚さ2．6cmの

もので，十分携帯可能である．生体情報は，患者に拘束

感を与えない胸壁電極を用い，電極は4個三布し，自動

切換により4方向から検出できるようにした．これによ

り検出確率を高めることができた．

 受信装置は，伝送された心電図とペースメーカパルス

を検出し，ディジタルカウンタでペースメーカパルス周

期を計算し表示する．記録は，熱書ペソ随時記録され，

ペースメーカパルス周期は対応する心電図上に同時印字

される．

 模擬回線および構内回線実験

 模擬回線および構内回線を使用して実用化試験を行な

った．一般電話回線の伝送損失は，最大32デシベル蚕内

に納まるように設計されており，開発した装置での模擬

回線実験では42デシベルまで受信可能であった．

 ペースメーカ患者で実験を行なった結果，模擬回線，

構内回線とも良好な結果を得た．

 結 語

 わが国のペースメーカ植込み患者数は，現在5，000名
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を越えており，今後人口の高齢化に伴なってますます増

加すると考えられ，ペースメーカ患者のアフターケアー

が重要な問題になると思われる．患者のアフターケアー

の一環として電話回線を利用する電話伝送システムのた

めの基礎的研究を行ない，ついで簡便な携帯型音響結合

方式の装置を開発し，模擬回線と構内回線を使用して実

験を行ない，実用化可能なことを確かめた．

・デシペルー・・一・・b・実霧離

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は人工ペースメーカを装着した患者の心電図の電話伝送に関し，基礎的な物理的並に医学的

条件につき吟味し，それに基いて著者の創意により新しく製作された伝送装置につき述べている．そ

の装置は軽量，且つ操作が簡単で，ペースメーカ患者にとって充分，実用に供し得るものである．ま

たその性能は現在のわが国の電話回線に乗せて実用に供し得るだけの頻度を備えている．著者は之ら

の点につき，充分な実用化実験を行い実証している．学術上価値ある論文を認める．
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